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1. 2020年1月期第3四半期の連結業績（2019年2月1日～2019年10月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年1月期第3四半期 2,383 32.5 592 13.0 579 13.5 440 62.1

2019年1月期第3四半期 1,799 ― 524 ― 510 ― 271 ―

（注）包括利益 2020年1月期第3四半期　　433百万円 （60.9％） 2019年1月期第3四半期　　269百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年1月期第3四半期 11.68 10.70

2019年1月期第3四半期 7.33 6.79

（注）2018年９月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計期間の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり
四半期純利益、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年1月期第3四半期 3,517 3,218 91.0

2019年1月期 3,040 2,614 85.6

（参考）自己資本 2020年1月期第3四半期 3,200百万円 2019年1月期 2,602百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年1月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

2020年1月期 ― 0.00 ―

2020年1月期（予想） ― ―

(注1) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

(注2) 2020年1月期の1株当たり配当金については未定です。

3. 2020年 1月期の連結業績予想（2019年 2月 1日～2020年 1月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,360 34.2 800 7.5 790 8.5 585 40.9 15.63

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年1月期3Q 38,164,000 株 2019年1月期 37,438,400 株

② 期末自己株式数 2020年1月期3Q 1,006 株 2019年1月期 976 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年1月期3Q 37,723,923 株 2019年1月期3Q 37,077,500 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料における予想値及び将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいております。その判断や仮定に
内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいかなる
内容についてもその確実性を保証するものではありません。

（日付の表示方法の変更）

「2020年１月期第１四半期決算短信」より、日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、堅実な企業業績を背景に、緩やかな回復基調を維持してお

ります。しかしながら、米中貿易摩擦の激化による世界経済の不確実性や、本年10月の消費税率引き上げに伴う

個人消費等への影響が懸念されるなど、先行き不透明な状況となっております。

当社が属するライフエンディング市場におきましては、潜在的需要は人口動態を背景に年々増加すると推測さ

れ、「終活」の浸透が進み、ライフエンディングに対する社会的関心は日増しに高まりを見せております。しか

しながら、仏壇仏具やお墓等におきましては、ユーザーの節約志向に加え、ユーザーの生活スタイルや価値観の

多様化による購入商品の小型化・低価格化の傾向が継続しております。葬祭事業においても、核家族化や葬儀規

模の縮小により、単価は減少傾向が続いております。

このような事業環境の中、当社は新規サービスのさらなる拡大や、新規提携先の開拓、紹介率向上のためのＳ

ＥＯの強化など数多くの施策を行ってまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は2,383,061千円（前年同期比32.5%増）、営業利益

592,678千円（前年同期比13.0%増）、経常利益579,345千円（前年同期比13.5%増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は440,771千円（前年同期比62.1%増）となりました。

なお、当社はライフエンディング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいためセ

グメント別の業績の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は2,830,428千円（前連結会計年度末比96,893千円増）となりました。

主な要因としては、現金及び預金の減少108,260千円、売掛金の増加171,391千円及び前払費用の増加40,055千円

であります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は687,306千円（前連結会計年度末比380,478千円増）となりました。

主な要因は、建物の増加71,496千円、ソフトウェアの増加85,825千円、のれんの増加31,112千円、敷金及び保証

金の増加209,815千円及び保険積立金の減少21,176千円であります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は269,628千円（前連結会計年度末比145,573千円減）となりました。

主な要因は、未払金の増加62,418千円、未払法人税等の減少185,764千円、未払消費税等の減少34,080千円、前受

金の増加7,938千円であります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は29,878千円（前連結会計年度末比19,065千円増）となりました。主

な要因は長期借入金の増加13,970千円であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は3,218,228千円（前連結会計年度末比603,879千円増）となりました。

主な要因は、資本金の増加134,882千円、資本剰余金の増加134,882千円及び利益剰余金の増加328,459千円であ

り、自己資本比率は91.0％であります。

なお、第１四半期連結会計期間より「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30

年２月16日）等の適用による表示方法の変更を行いましたため、遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行

っております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予測につきましては、2019年３月14日に公開した連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,062,154 1,953,894

売掛金 635,298 806,689

商品及び製品 3,304 4,288

仕掛品 1,718 1,178

貯蔵品 521 799

前払費用 36,808 76,864

その他 758 678

貸倒引当金 △7,031 △13,966

流動資産合計 2,733,534 2,830,428

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 42,981 114,477

構築物（純額） - 2,971

工具、器具及び備品（純額） 26,564 35,590

船舶（純額） - 8,074

その他 - 156

有形固定資産合計 69,545 161,270

無形固定資産

ソフトウエア 114,694 200,519

ソフトウエア仮勘定 14,241 11,609

のれん - 31,112

その他 202 202

無形固定資産合計 129,138 243,444

投資その他の資産

投資有価証券 6,467 363

繰延税金資産 28,982 20,874

敷金及び保証金 49,977 259,793

保険積立金 21,176 -

その他 1,540 1,560

投資その他の資産合計 108,144 282,591

固定資産合計 306,828 687,306

資産合計 3,040,363 3,517,734
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 787 1,316

1年内返済予定の長期借入金 5,000 3,432

未払金 84,860 147,279

未払法人税等 207,895 22,131

未払消費税等 61,956 27,876

前受金 12,573 20,512

預り金 9,339 5,748

賞与引当金 31,669 35,628

その他 1,119 5,704

流動負債合計 415,201 269,628

固定負債

長期借入金 - 13,970

退職給付に係る負債 10,813 14,364

その他 - 1,544

固定負債合計 10,813 29,878

負債合計 426,014 299,506

純資産の部

株主資本

資本金 792,706 927,588

資本剰余金 752,706 887,588

利益剰余金 1,056,727 1,385,186

自己株式 △123 △165

株主資本合計 2,602,016 3,200,198

新株予約権 12,332 9,814

非支配株主持分 - 8,215

純資産合計 2,614,348 3,218,228

負債純資産合計 3,040,363 3,517,734
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年２月１日
　至 2018年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年２月１日
　至 2019年10月31日)

売上高 1,799,169 2,383,061

売上原価 549,715 746,053

売上総利益 1,249,453 1,637,008

販売費及び一般管理費 724,898 1,044,329

営業利益 524,554 592,678

営業外収益

受取利息 83 38

為替差益 939 2

助成金収入 300 -

保険事務手数料 340 -

その他 570 1,152

営業外収益合計 2,233 1,193

営業外費用

支払利息 124 304

保険解約損 1,525 8,906

調査費用 14,557 4,505

その他 203 809

営業外費用合計 16,411 14,526

経常利益 510,377 579,345

特別利益

投資有価証券売却益 - 41,032

特別利益合計 - 41,032

特別損失

投資有価証券評価損 43,532 10,361

減損損失 20,002 -

固定資産除却損 - 11,542

特別損失合計 63,534 21,903

税金等調整前四半期純利益 446,843 598,473

法人税、住民税及び事業税 190,334 156,809

法人税等調整額 △12,931 8,108

法人税等合計 177,403 164,917

四半期純利益 269,439 433,556

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,500 △7,214

親会社株主に帰属する四半期純利益 271,939 440,771
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年２月１日
　至 2018年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年２月１日
　至 2019年10月31日)

四半期純利益 269,439 433,556

四半期包括利益 269,439 433,556

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 271,939 440,771

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,500 △7,214
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社はライフエンディング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいためセグメン

ト別の業績の記載を省略しております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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